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１．研究計画の概要 
本研究は貨幣史と流通史を架橋するため、貨
幣が授受され取引が完了する「決済」の局面
に着目し、その内実を実証的に明らかにしよ
うとするものである。方法としては、近世・
近代日本を軸に据え、同時期のアメリカ・ヨ
ーロッパ・中国・インド各国の決済の実態を
明らかにしつつ、相互の比較史的および関係
史的分析も行う。 
 
２．研究の進捗状況 
（１）比較史・関係史 
ヨーロッパにおいては、ニュルンベルク銀行
（17 世紀）が、アムステルダム銀行とは異な
って小額貨幣の発行をも行っていたことが
確認された。中国については、全国的通貨構
造（1930 年代）を明らかにする貴重な史料
の存在が判明し、専門分野を越えて理解可能
な、より簡明な形において、その複雑な通貨
体制の特徴を描く準備が整った。インドの綿
花取引決済（1920 年代）における在来的な
金融市場と近代的な金融市場の二重構造の
存在とその実態などについて、資料調査も順
調に行われ、その解析も適宜行われている。
アメリカについては、日米の国立銀行制度の
比較を予定しているが、在米連携研究者との
より効率的な協力体制を模索中である。 
（２）近代移行期日本 
近世後期から明治初年までについては、地方
の商家文書を中心に調査・収集と、その解析
を進めることができている。大坂―江戸間な
どの近世の遠隔地取引では、両替商が構築し
た巨大な為替ネットワークに近年注目が集
まっているが、仔細に検討してみると、意外
にも現金による決済が根強く行われていた
ことが明らかになりつつある。また先行研究

において分厚い蓄積がある、土地売買証文を
通じた、各地の基準貨幣の検出も実施されて
いる。また、地方経済における、支払手段と
しての銭の重要性についても、事例研究の蓄
積が行われている。このことにより、小額貨
幣である銭が決済貨幣として重要だったと
いう、近世通貨制度の特徴が析出されてきて
いる。 
 
３．現在までの達成度 
①おおむね順調に進展している 
（理由） 
研究分担者の研究地域・時代をバランスよく
配置できたことがまず挙げられる。さらに、
各自の史料博捜により、研究課題追求に適切
な文書群を押さえられたことも重要であっ
た。 
 
４．今後の研究の推進方策 
今年度は、社会経済史学会と日本金融学会の
それぞれの全国大会において、分担研究者を
中心にパネルディスカッションを組織する
とともに、その内容を刊行物として公表する
予定である。それらに寄せられた意見・批判
を摂取しながら、ヨーロッパ・中国・インド
との比較史・関係史をさらに深めていきたい。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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